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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　橋面上に設置され、吊り荷を水平移動させる吊り荷移動装置であって、

　第１滑車と第２滑車を具備するとともに、該第１滑車と該第２滑車との水平支間を伸縮

させる水平伸縮手段と、

　前記第１滑車に掛け回されて下方に垂下するとともに、前記第２滑車に掛け回されて下

方に垂下する吊りロープと、

　橋面上に設置され、前記吊りロープの第１先端を固定する移動式固定手段と、を備え、

　前記吊りロープの第２先端には、前記吊り荷を把持する吊り冶具が取り付けられ、

　前記移動式固定手段は、支持台と、該支持台上を水平移動する移動体と、を有し、

　前記第１先端が、前記移動式固定手段の前記移動体に取り付けられ、

　前記水平伸縮手段によって前記水平支間を縮めると、前記移動体が橋軸直角方向の中心

側に移動するとともに、前記吊り冶具に把持された前記吊り荷が橋軸直角方向の中心側に

移動する、

　ことを特徴とする吊り荷移動装置。

【請求項２】

　前記水平伸縮手段は、第１上部アーム及び第２上部アームと、第１下部アーム及び第２

下部アームと、上下に伸縮する上下ジャッキと、を有し、

　前記第１上部アームと前記第２上部アームは、上方連結部でヒンジ結合され、

　前記第１下部アームと前記第２下部アームは、下方連結部でヒンジ結合され、
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　 前 記 第 １ 上 部 ア ー ム と 前 記 第 １ 下 部 ア ー ム は 、 第 １ 側 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、

　 前 記 第 ２ 上 部 ア ー ム と 前 記 第 ２ 下 部 ア ー ム は 、 第 ２ 側 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、

　 前 記 第 １ 側 方 連 結 部 に 前 記 第 １ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ る と と も に 、 前 記 第 ２ 側 方 連 結 部 に

前 記 第 ２ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ 、

　 前 記 上 下 ジ ャ ッ キ は 、 前 記 上 方 連 結 部 と 前 記 下 方 連 結 部 と の 上 下 支 間 を 伸 縮 さ せ 、

　 前 記 上 下 ジ ャ ッ キ に よ っ て 上 下 支 間 を 広 げ る と 、 前 記 水 平 支 間 が 縮 ま り 、 前 記 吊 り 荷 が

橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 吊 り 荷 移 動 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 水 平 伸 縮 手 段 は 、 第 １ ア ー ム 及 び 第 ２ ア ー ム と 、 左 右 に 伸 縮 す る 水 平 ジ ャ ッ キ と 、

を 有 し 、

　 前 記 第 １ ア ー ム と 前 記 第 ２ ア ー ム は 、 上 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、

　 前 記 第 １ ア ー ム と 前 記 水 平 ジ ャ ッ キ は 、 第 １ 側 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、

　 前 記 第 ２ ア ー ム と 前 記 水 平 ジ ャ ッ キ は 、 第 ２ 側 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、

　 前 記 第 １ 側 方 連 結 部 に 前 記 第 １ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ る と と も に 、 前 記 第 ２ 側 方 連 結 部 に

前 記 第 ２ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ 、

　 前 記 水 平 ジ ャ ッ キ を 縮 め る と 、 前 記 水 平 支 間 が 縮 ま り 、 前 記 吊 り 荷 が 橋 軸 直 角 方 向 の 中

心 側 に 移 動 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 吊 り 荷 移 動 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 水 平 伸 縮 手 段 は 、 左 右 に 伸 縮 す る 水 平 ジ ャ ッ キ を 有 し 、

　 前 記 水 平 ジ ャ ッ キ の 一 端 に 前 記 第 １ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ る と と も に 、 前 記 水 平 ジ ャ ッ キ

の 他 端 に 前 記 第 ２ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ 、

　 前 記 水 平 ジ ャ ッ キ を 縮 め る と 、 前 記 水 平 支 間 が 縮 ま り 、 前 記 吊 り 荷 が 橋 軸 直 角 方 向 の 中

心 側 に 移 動 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 吊 り 荷 移 動 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 前 記 吊 り 荷 移 動 装 置 を 用 い て 、 既 設 橋 梁 の 一

部 を 撤 去 す る 方 法 で あ っ て 、

　 既 設 橋 梁 の 一 部 を 切 断 す る 切 断 工 程 と 、

　 前 記 吊 り 荷 移 動 装 置 を 橋 面 上 に 設 置 す る 吊 り 荷 移 動 装 置 設 置 工 程 と 、

　 前 記 切 断 工 程 で 生 じ た 切 断 部 材 に 前 記 吊 り 冶 具 を 取 り 付 け る と と も に 、 前 記 吊 り ロ ー プ

の 第 ２ 先 端 を 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 該 切 断 部 材 を 吊 り 上 げ る 切 断 部 材 吊 り 上 げ 工 程 と 、

　 前 記 水 平 伸 縮 手 段 に よ っ て 前 記 水 平 支 間 を 縮 め る こ と で 、 前 記 吊 り 冶 具 に 把 持 さ れ た 前

記 切 断 部 材 を 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 さ せ る 切 断 部 材 移 動 工 程 と 、 を 備 え 、

　 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 し た 前 記 切 断 部 材 を 、 搬 送 体 に よ っ て 搬 出 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 前 記 吊 り 荷 移 動 装 置 を 用 い て 、 既 設 橋 梁 の 一

部 を 設 置 す る 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 吊 り 荷 移 動 装 置 を 橋 面 上 に 設 置 す る 吊 り 荷 移 動 装 置 設 置 工 程 と 、

　 新 た に 設 置 す る 新 設 部 材 に 前 記 吊 り 冶 具 を 取 り 付 け る と と も に 、 前 記 吊 り ロ ー プ の 第 ２

先 端 を 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 該 新 設 部 材 を 吊 り 上 げ る 新 設 部 材 吊 り 上 げ 工 程 と 、

　 前 記 水 平 伸 縮 手 段 に よ っ て 前 記 水 平 支 間 を 伸 縮 す る こ と で 、 前 記 吊 り 冶 具 に 把 持 さ れ た

前 記 新 設 部 材 を 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 さ せ る 新 設 部 材 移 動 工 程 と 、 を 備 え 、

　 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 さ れ た 前 記 新 設 部 材 を 所 定 位 置 に 設 置 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 願 発 明 は 、 橋 面 上 で 吊 り 荷 を 水 平 移 動 さ せ る 技 術 で あ り 、 よ り 具 体 的 に は 、 橋 軸 直 角

方 向 の 端 部 付 近 で 吊 り 上 げ た 物 を 、 吊 り 上 げ た 状 態 の ま ま 橋 面 の 中 心 側 に 移 動 さ せ る 吊 り

荷 移 動 装 置 と 、 こ れ を 用 い た 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 、 及 び 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 に 関 す る も の

で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 東 京 オ リ ン ピ ッ ク を 目 前 に し た 昭 和 ３ ０ 年 代 は 、 い わ ゆ る 建 設 ラ ッ シ ュ と い わ れ 多 く の

構 造 物 が 構 築 さ れ た 。 こ れ ら の 構 造 物 も 、 現 在 で は 既 に ５ ０ 年 以 上 が 経 過 し て い る 。 コ ン

ク リ ー ト の 耐 久 性 は ５ ０ 年 と も １ ０ ０ 年 と も い わ れ る が 、 仮 に ５ ０ 年 と す る と 多 く の コ ン

ク リ ー ト 構 造 物 は 何 ら か の 対 策 を 必 要 と し て い る こ と に な る 。 実 際 、 近 年 で は 地 方 自 治 体

を 中 心 に コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 点 検 が 実 施 さ れ て お り 、 多 く の コ ン ク リ ー ト に 劣 化 や 損 傷

が 発 見 さ れ て い る 。 ま た 、 特 に 高 規 格 道 路 や 高 速 道 路 で 採 用 さ れ る こ と が 多 い 鋼 橋 を は じ

め と す る 鋼 構 造 物 に つ い て も 、 同 様 に 疲 労 現 象 が 散 見 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 代 表 的 な 構 造 物 と も い え る 橋 梁 は 、 損 壊 時 に お け る 社 会 的 影 響 を 考 え る ま で も な く 極 め

て 重 要 な 構 造 物 で あ り 、 そ の た め 古 く か ら 「 道 路 橋 示 方 書 ・ 同 解 説 」 と い っ た 設 計 基 準 を

整 備 し て 厳 格 に 設 計 さ れ 、 そ し て 高 い 品 質 を も っ て 施 工 さ れ て い る 。 こ の よ う な 橋 梁 で あ

っ て も 、 や は り 長 い 間 供 用 さ れ た こ と に よ っ て そ の コ ン ク リ ー ト 部 材 や 鋼 製 部 材 は 劣 化 し

損 傷 し て い る の が 現 状 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 一 方 、 構 造 物 の 設 計 手 法 は 時 代 背 景 と と も に 見 直 さ れ て お り 、 特 に 兵 庫 県 南 部 地 震 を 経

験 し た 際 に は コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 設 計 手 法 が 大 き く 見 直 さ れ 、 前 出 の 道 路 橋 示 方 書 で も

設 計 の 考 え 方 や 許 容 応 力 度 等 が 大 幅 に 改 訂 さ れ て い る 。 こ の 結 果 、 従 前 で は 十 分 に 耐 力 が

あ っ た と さ れ る 橋 梁 で あ っ て も 、 現 在 の 設 計 基 準 に 照 ら せ ば そ の 耐 力 が 不 足 し て い る 場 合

も あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 部 材 や 鋼 製 部 材 の 老 朽 化 、 そ し て 構 造 物 と し て の 強 度 不 足 と

い う ２ つ の 理 由 か ら 、 現 在 で は 橋 梁 を は じ め 種 々 の 構 造 物 の 補 強 や 補 修 、 改 築 工 事 が し ば

し ば 行 わ れ て い る 。 橋 梁 を 補 修 す る に あ た っ て は 、 床 版 や 主 桁 な ど の 更 新 （ 取 り 換 え ） 工

事 が 行 わ れ る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 既 設 の 部 材 （ 床 版 や 主 桁 な ど ） が 撤 去 さ れ 、 例 え ば

プ レ キ ャ ス ト 製 の 部 材 な ど が 新 た に 設 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 橋 梁 の 既 設 部 材 を 撤 去 し 新 置 す る に は 、 吊 り 荷 重 量 の 制 限 な ど も あ っ て 部 分 的 に 順 次 行

わ れ る の が 一 般 的 で あ る 。 つ ま り 、 橋 梁 全 体 を 一 度 に 更 新 （ 撤 去 ～ 新 設 ） す る の で は な く

、 橋 梁 を 橋 軸 方 向 あ る い は 橋 軸 直 角 方 向 に 分 割 し 、 そ の 分 割 領 域 ご と に 更 新 し て い く わ け

で あ る 。 ま た 、 橋 梁 の う ち の 一 部 、 例 え ば 地 覆 や 壁 高 欄 、 防 護 柵 、 管 理 用 歩 路 な ど が 損 傷

す る だ け で 、 他 の 部 材 は 健 全 で あ る こ と も あ る 。 こ の 場 合 も 、 当 然 な が ら 対 象 と な る 部 材

を 部 分 的 に 撤 去 し 、 新 た な 部 材 を 設 置 す る こ と に な る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 通 常 、 部 分 的 に 撤 去 さ れ た 部 材 は 、 そ の 場 で 一 旦 吊 り 上 げ ら れ る も の の 、 そ の 後 は 橋 面

上 （ 例 え ば 、 床 版 上 ） の 所 定 位 置 ま で 移 設 さ れ 、 さ ら に ト ラ ッ ク 等 の 搬 送 車 に 搭 載 さ れ て

場 外 に 搬 出 さ れ る 。 吊 り 上 げ ら れ た 撤 去 部 材 を 橋 面 上 の 所 定 位 置 ま で 移 設 す る に は 様 々 な

方 法 が 考 え ら れ 、 実 際 、 こ れ ま で に も 種 々 の 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 特 許 文 献 １ で

は 、 レ ー ル 上 を 走 行 す る 移 動 作 業 車 を 用 い て 橋 梁 を 解 体 す る 方 法 を 提 案 し て お り 、 さ ら に

移 動 作 業 車 が 具 備 す る 揚 重 装 置 で 撤 去 部 材 を 吊 り 上 げ 、 そ の 状 態 の ま ま 揚 重 装 置 と と も に

撤 去 部 材 を 橋 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 方 法 に つ い て 提 案 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ７ － ２ ０ ２ ９ ０ 号 公 報

10

20

30

40

50



(4) JP  7324626  B2  2023.8.10

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 従 来 、 橋 梁 を 解 体 す る 際 、 あ る い は 部 分 的 に 部 材 を 撤 去 す る 際 に 、 床 版 の 下 方 な ど 橋 梁

外 に 設 置 し た ク レ ー ン を 用 い る こ と が あ っ た 。 も ち ろ ん ク レ ー ン が 設 置 し や す い 環 境 で あ

れ ば こ の よ う な ク レ ー ン 作 業 で も 特 段 の 支 障 は な い が 、 首 都 高 速 道 路 の 高 架 橋 な ど 道 路 上

に 架 け ら れ た 橋 梁 や 、 線 路 上 に 架 か る 跨 線 橋 、 河 川 を 越 え る 橋 梁 、 あ る い は 渓 谷 な ど 桁 下

が 著 し く 長 い 橋 梁 な ど を 対 象 と す る ケ ー ス で は 、 橋 梁 外 に ク レ ー ン を 設 置 し て 施 工 を 行 う

こ と は 現 実 的 で な い 。 そ の 点 、 特 許 文 献 １ が 提 案 す る 技 術 は 、 橋 梁 外 に ク レ ー ン を 設 置 す

る 必 要 が な い た め 、 首 都 高 速 道 路 の 高 架 橋 や 跨 線 橋 と い っ た 橋 梁 で も 問 題 な く 採 用 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ が 提 案 す る 技 術 の よ う に 吊 り 上 げ た 撤 去 部 材 を 橋 軸 方 向 に 移

動 さ せ る 方 法 に 関 し て は 、 次 の よ う な 問 題 を 指 摘 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 地 覆 や 壁

高 欄 、 防 護 柵 、 管 理 用 歩 路 な ど 橋 梁 の 横 断 方 向 （ 橋 軸 直 角 方 向 ） 端 部 に あ る 部 材 を 撤 去 す

る 場 合 、 端 部 で 吊 り 上 げ た 撤 去 部 材 を 一 旦 橋 面 上 の 中 央 （ 橋 軸 直 角 方 向 ） 付 近 ま で 移 設 し

た う え で ト ラ ッ ク 等 に 搭 載 す る と 円 滑 に 作 業 で き る と こ ろ 、 特 許 文 献 １ の よ う に 橋 軸 方 向

に 移 動 さ せ る 方 法 で は こ の よ う な 手 順 で （ 特 に 、 撤 去 部 材 を 橋 面 上 の 中 央 付 近 ま で 移 設 す

る 工 程 を 含 む ） 作 業 を 進 め る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 願 発 明 の 課 題 は 、 従 来 技 術 が 抱 え る 問 題 を 解 決 す る こ と で あ り 、 す な わ ち 、 橋 梁 外 に

ク レ ー ン を 設 置 す る こ と な く 、 し か も 横 断 方 向 端 部 で 吊 り 上 げ た 撤 去 部 材 を 橋 面 上 の 中 央

（ 橋 軸 直 角 方 向 ） 付 近 に 移 設 す る こ と が で き る 吊 り 荷 移 動 装 置 と 、 こ れ を 用 い た 既 設 橋 梁

の 撤 去 方 法 、 及 び 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 願 発 明 は 、 ２ つ の 滑 車 の 水 平 支 間 を 伸 縮 さ せ る 水 平 伸 縮 手 段 を 利 用 し 、 一 方 の 滑 車 に

掛 け 回 さ れ た 吊 り ロ ー プ を 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 さ せ 、 そ の 吊 り ロ ー プ 先 端 で 把 持

さ れ た 吊 り 荷 も 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 さ せ る 、 と い う 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で

あ り 、 従 来 に は な い 発 想 に 基 づ い て 行 わ れ た 発 明 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 は 、 橋 面 上 に 設 置 さ れ る 装 置 で あ っ て 、 水 平 伸 縮 手 段 と 吊 り

ロ ー プ 、 移 動 式 固 定 手 段 を 備 え た も の で あ る 。 こ の う ち 水 平 伸 縮 手 段 は 、 第 １ 滑 車 と 第 ２

滑 車 を 具 備 す る と と も に 、 こ の 第 １ 滑 車 と 第 ２ 滑 車 と の 水 平 支 間 を 伸 縮 さ せ る 手 段 で あ る

。 ま た 、 吊 り ロ ー プ は 、 第 １ 滑 車 に 掛 け 回 さ れ て 下 方 に 垂 下 す る と と も に 第 ２ 滑 車 に 掛 け

回 さ れ て 下 方 に 垂 下 す る も の で あ り 、 移 動 式 固 定 手 段 は 、 橋 面 上 に 設 置 さ れ る 手 段 で あ っ

て 吊 り ロ ー プ の 第 １ 先 端 を 固 定 す る も の で あ る 。 な お 、 吊 り ロ ー プ の 第 ２ 先 端 に は 吊 り 荷

を 把 持 す る 吊 り 冶 具 が 取 り 付 け ら れ 、 移 動 式 固 定 手 段 は 支 持 台 と こ の 支 持 台 上 を 水 平 移 動

す る 移 動 体 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 ま た 、 吊 り ロ ー プ の 第 １ 先 端 は 、 移 動 式 固 定 手 段 の 移 動

体 に 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 水 平 伸 縮 手 段 に よ っ て 水 平 支 間 を 縮 め る と 、 移 動 体 が 橋 軸

直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 し 、 吊 り 冶 具 に 把 持 さ れ た 吊 り 荷 も 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動

す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 は 、 水 平 伸 縮 手 段 が 第 １ 上 部 ア ー ム 及 び 第 ２ 上 部 ア ー ム と 、

第 １ 下 部 ア ー ム 及 び 第 ２ 下 部 ア ー ム と 、 上 下 に 伸 縮 す る 上 下 ジ ャ ッ キ を 含 ん で 構 成 さ れ た

も の と す る こ と も で き る 。 な お 、 第 １ 上 部 ア ー ム と 第 ２ 上 部 ア ー ム は 上 方 連 結 部 で ヒ ン ジ

結 合 さ れ 、 第 １ 下 部 ア ー ム と 第 ２ 下 部 ア ー ム は 下 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 第 １ 上 部 ア

ー ム と 第 １ 下 部 ア ー ム は 第 １ 側 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 第 ２ 上 部 ア ー ム と 第 ２ 下 部 ア

ー ム は 第 ２ 側 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 さ ら に 第 １ 側 方 連 結 部 に は 第 １ 滑 車 が 取 り 付 け

ら れ る と と も に 第 ２ 側 方 連 結 部 に は 第 ２ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ 、 上 下 ジ ャ ッ キ は 上 方 連 結 部
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と 下 方 連 結 部 と の 上 下 支 間 を 伸 縮 さ せ る 。 そ し て 、 上 下 ジ ャ ッ キ に よ っ て 上 下 支 間 を 広 げ

る と 、 水 平 支 間 が 縮 ま り 、 そ の 結 果 、 吊 り 荷 が 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 は 、 水 平 伸 縮 手 段 が 第 １ ア ー ム 及 び 第 ２ ア ー ム と 、 左 右 に 伸

縮 す る 水 平 ジ ャ ッ キ を 含 ん で 構 成 さ れ た も の と す る こ と も で き る 。 な お 、 第 １ ア ー ム と 第

２ ア ー ム は 上 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 第 １ ア ー ム と 水 平 ジ ャ ッ キ は 第 １ 側 方 連 結 部 で

ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 第 ２ ア ー ム と 水 平 ジ ャ ッ キ は 第 ２ 側 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 さ ら に

第 １ 側 方 連 結 部 に は 第 １ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ る と と も に 第 ２ 側 方 連 結 部 に は 第 ２ 滑 車 が 取

り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 水 平 ジ ャ ッ キ を 縮 め る と 、 水 平 支 間 が 縮 ま り 、 そ の 結 果 、 吊 り 荷

が 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 は 、 水 平 伸 縮 手 段 が 左 右 に 伸 縮 す る 水 平 ジ ャ ッ キ を 用 い た も

の と す る こ と も で き る 。 な お 、 水 平 ジ ャ ッ キ の 一 端 に は 第 １ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ る と と も

に 、 水 平 ジ ャ ッ キ の 他 端 に は 第 ２ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 水 平 ジ ャ ッ キ を 縮 め る

と 、 水 平 支 間 が 縮 ま り 、 そ の 結 果 、 吊 り 荷 が 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 は 、 移 動 式 固 定 手 段 に 代 え て 、 吊 り ロ ー プ の 第 １ 先 端 を 水 平

移 動 さ せ な い 不 動 式 の 固 定 手 段 （ 以 下 、 「 不 動 固 定 手 段 」 と い う 。 ） を 備 え た も の と す る

こ と も で き る 。 こ の 不 動 固 定 手 段 は 、 橋 面 上 に 設 置 さ れ 、 吊 り ロ ー プ の 第 １ 先 端 を 固 定 す

る 手 段 で あ る 。 こ の 場 合 、 水 平 伸 縮 手 段 の リ ン ク 構 造 は ２ 本 の ア ー ム で 構 成 さ れ る 「 ２ ア

ー ム 形 式 」 と さ れ 、 水 平 伸 縮 手 段 は 支 持 構 台 の 一 部 に 回 転 可 能 に 固 定 さ れ る 。 そ し て 水 平

ジ ャ ッ キ を 縮 め る と 、 水 平 支 間 が 縮 ま る と と も に 水 平 伸 縮 手 段 が 回 転 し 、 こ れ に よ っ て 吊

り 荷 が 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 は 、 水 平 伸 縮 手 段 に 代 え て 、 回 転 式 フ レ ー ム を 備 え た も の と

す る こ と も で き る 。 こ の 回 転 式 フ レ ー ム は 、 第 １ 滑 車 と 第 ２ 滑 車 を 具 備 す る と と も に 、 第

１ ア ー ム 、 第 ２ ア ー ム 、 及 び 第 ３ ア ー ム を 含 ん で 形 成 さ れ 、 支 持 構 台 の 一 部 に 回 転 可 能 に

固 定 さ れ る も の で あ る 。 な お 、 回 転 式 フ レ ー ム の 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム は 上 方 連 結 部 で

固 定 さ れ 、 第 １ ア ー ム と 第 ３ ア ー ム は 第 １ 側 方 連 結 部 で 固 定 さ れ 、 第 ２ ア ー ム と 第 ３ ア ー

ム は 第 ２ 側 方 連 結 部 で 固 定 さ れ る 。 ま た 、 回 転 式 フ レ ー ム の 第 １ 側 方 連 結 部 に は 第 １ 滑 車

が 取 り 付 け ら れ る と と も に 、 第 ２ 側 方 連 結 部 に は 第 ２ 滑 車 が 取 り 付 け ら れ 、 吊 り ロ ー プ の

第 １ 先 端 は 固 定 手 段 に 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 固 定 手 段 に よ る 第 １ 先 端 の 固 定 を 解 除 す る

と 、 回 転 式 フ レ ー ム が 回 転 し 、 こ れ に よ っ て 吊 り 荷 が 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 は 、 回 転 式 フ レ ー ム と 、 支 持 構 台 に 設 置 さ れ る 回 転 巻 取 り 手

段 を 備 え た も の と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 第 １ 滑 車 に 掛 け 回 さ れ た 吊 り ロ ー プ の 第

１ 先 端 は 、 回 転 巻 取 り 手 段 に 固 定 さ れ る 。 そ し て 回 転 巻 取 り 手 段 が 吊 り ロ ー プ の 第 １ 先 端

を 巻 取 る と 、 回 転 式 フ レ ー ム が 回 転 し 、 こ れ に よ っ て 吊 り 荷 が 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移

動 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 は 、 回 転 式 フ レ ー ム と 移 動 式 固 定 手 段 を 備 え た も の と す る こ

と も で き る 。 こ の 場 合 、 移 動 体 を 橋 軸 直 角 方 向 の 外 側 に 移 動 さ せ る と 、 回 転 式 フ レ ー ム が

回 転 し 、 こ れ に よ っ て 吊 り 荷 が 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 願 発 明 の 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 は 、 吊 り 荷 移 動 装 置 を 用 い て 既 設 橋 梁 の 一 部 を 撤 去 す る

方 法 で あ っ て 、 切 断 工 程 と 吊 り 荷 移 動 装 置 設 置 工 程 、 切 断 部 材 吊 り 上 げ 工 程 、 切 断 部 材 移

動 工 程 を 備 え た 方 法 で あ る 。 こ の う ち 切 断 工 程 で は 、 既 設 橋 梁 の 一 部 を 切 断 し 、 吊 り 荷 移

動 装 置 設 置 工 程 で は 、 吊 り 荷 移 動 装 置 を 橋 面 上 に 設 置 す る 。 ま た 、 切 断 部 材 吊 り 上 げ 工 程

で は 、 切 断 工 程 で 生 じ た 切 断 部 材 に 吊 り 冶 具 を 取 り 付 け る と と も に 吊 り ロ ー プ の 第 ２ 先 端

を 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 切 断 部 材 を 吊 り 上 げ 、 切 断 部 材 移 動 工 程 で は 、 水 平 伸 縮 手 段 に

10

20

30

40

50



(6) JP  7324626  B2  2023.8.10

よ っ て 水 平 支 間 を 縮 め る こ と で 吊 り 冶 具 に 把 持 さ れ た 切 断 部 材 を 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に

移 動 さ せ る 。 そ し て 、 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 し た 切 断 部 材 を 、 搬 送 体 に よ っ て 搬 出

す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 願 発 明 の 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 は 、 吊 り 荷 を 水 平 回 転 移 動 さ せ る 水 平 回 転 装 置 を 用 い て

、 既 設 橋 梁 の 一 部 を 撤 去 す る 方 法 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 吊 り 荷 移 動 装 置 設 置 工

程 に 代 え て 、 水 平 回 転 装 置 を 橋 面 上 に 設 置 す る 吊 り 荷 移 動 装 置 設 置 工 程 を 行 う 。 ま た 切 断

部 材 移 動 工 程 で は 、 切 断 部 材 を 吊 り 上 げ た 状 態 で 水 平 回 転 装 置 を 水 平 回 転 す る こ と に よ っ

て 、 切 断 部 材 を 橋 軸 直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 願 発 明 の 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 は 、 吊 り 荷 移 動 装 置 を 用 い て 新 た に 設 置 す る 部 材 （ 以 下

、 「 新 設 部 材 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 方 法 で あ っ て 、 吊 り 荷 移 動 装 置 設 置 工 程 と 新 設 部 材

吊 り 上 げ 工 程 、 新 設 部 材 移 動 工 程 を 備 え た 方 法 で あ る 。 こ の う ち 吊 り 荷 移 動 装 置 設 置 工 程

で は 、 吊 り 荷 移 動 装 置 を 橋 面 上 に 設 置 し 、 新 設 部 材 吊 り 上 げ 工 程 で は 、 新 設 部 材 に 吊 り 冶

具 を 取 り 付 け る と と も に 吊 り ロ ー プ の 第 ２ 先 端 を 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 新 設 部 材 を 吊 り

上 げ 、 ま た 新 設 部 材 移 動 工 程 で は 、 水 平 伸 縮 手 段 に よ っ て 水 平 支 間 を 伸 縮 す る こ と で 吊 り

冶 具 に 把 持 さ れ た 新 設 部 材 を 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 さ せ る 。 そ し て 、 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 さ

れ た 新 設 部 材 を 所 定 位 置 に 設 置 す る 、

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 、 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 、 及 び 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 に は 、 次 の

よ う な 効 果 が あ る 。

（ １ ） 地 覆 や 壁 高 欄 、 防 護 柵 、 管 理 用 歩 路 な ど 橋 梁 の 横 断 方 向 （ 橋 軸 直 角 方 向 ） 端 部 に あ

る 部 材 を そ の 場 で 吊 り 上 げ 、 さ ら に 吊 り 上 げ た 状 態 の ま ま 撤 去 部 材 を 横 断 方 向 （ 橋 軸 直 角

方 向 ） の 中 央 付 近 ま で 移 設 す る こ と が で き 、 そ の 後 の ト ラ ッ ク 等 へ の 搭 載 作 業 も 円 滑 に 実

施 す る こ と が で き る 。

（ ２ ） 橋 梁 外 に ク レ ー ン を 設 置 す る 必 要 が な い こ と か ら 、 首 都 高 速 道 路 の 高 架 橋 や 跨 線 橋

、 河 川 を 超 え る 橋 梁 、 あ る い は 渓 谷 な ど 桁 下 が 著 し く 長 い と い っ た 橋 梁 な ど で も 問 題 な く

採 用 す る こ と が で き る 。

（ ３ ） 主 に 滑 車 と 吊 ロ ー プ 、 ジ ャ ッ キ で 構 成 さ れ る こ と か ら 、 比 較 的 単 純 な 構 造 で あ り 、

構 築 や 設 置 に か か る 費 用 、 あ る い は メ ン テ ナ ン ス に か か る 費 用 を 抑 え る こ と が で き る と と

も に 、 仮 に 故 障 し た と し て も 比 較 的 容 易 に 修 理 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

【 図 １ 】 （ ａ ） は 主 桁 上 に 設 置 さ れ た 壁 高 欄 付 き コ ン ク リ ー ト 床 版 で 構 成 さ れ る 橋 梁 を 示

す 断 面 図 、 （ ｂ ） は 切 断 し た 壁 高 欄 が 吊 り 上 げ ら れ た 状 態 を 示 す 断 面 図 。

【 図 ２ 】 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 を 模 式 的 に 示 す 側 面 図 。

【 図 ３ 】 支 持 構 台 の 一 例 と し て の リ フ タ ー を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ４ 】 （ ａ ） は 支 持 構 台 を 省 略 し て ４ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 の み を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ

） は ４ つ の ア ー ム を 省 略 し た リ ン ク 構 造 を 示 す 側 面 図 。

【 図 ５ 】 （ ａ ） は 上 下 ジ ャ ッ キ が 縮 ん だ 状 態 の ４ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 を 示 す 側 面 図 、

（ ｂ ） は 上 下 ジ ャ ッ キ が 伸 び た 状 態 の ４ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 を 示 す 側 面 図 。

【 図 ６ 】 （ ａ ） は 水 平 方 向 （ 左 右 方 向 ） に 伸 縮 す る 水 平 ジ ャ ッ キ が 伸 び た 状 態 の ２ ア ー ム

形 式 の リ ン ク 構 造 を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は 水 平 ジ ャ ッ キ が 縮 ん だ 状 態 の ２ ア ー ム 形 式 の リ

ン ク 構 造 を 示 す 側 面 図 。

【 図 ７ 】 （ ａ ） は 回 転 巻 取 り 手 段 を 具 備 す る ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 で あ っ て 水 平 ジ ャ

ッ キ が 伸 び た 状 態 を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は 回 転 巻 取 り 手 段 を 具 備 す る ２ ア ー ム 形 式 の リ ン

ク 構 造 で あ っ て 水 平 ジ ャ ッ キ が 縮 ん だ 状 態 を 示 す 側 面 図 。

【 図 ８ 】 （ ａ ） は ２ つ の ア ー ム に ス リ ッ ト が 設 け ら れ た ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 で あ っ

て 水 平 ジ ャ ッ キ が 伸 び た 状 態 を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は ２ つ の ア ー ム に ス リ ッ ト が 設 け ら れ
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た ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 で あ っ て 水 平 ジ ャ ッ キ が 縮 ん だ 状 態 を 示 す 側 面 図 。

【 図 ９ 】 （ ａ ） は ２ つ の ア ー ム が ジ ャ ッ キ で あ る ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 で あ っ て 水 平

ジ ャ ッ キ が 伸 び た 状 態 を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は ２ つ の ア ー ム が ジ ャ ッ キ で あ る ２ ア ー ム 形

式 の リ ン ク 構 造 で あ っ て 水 平 ジ ャ ッ キ が 縮 ん だ 状 態 を 示 す 側 面 図 。

【 図 １ ０ 】 （ ａ ） は 水 平 方 向 （ 左 右 方 向 ） に 伸 縮 す る 水 平 ジ ャ ッ キ が 伸 び た 状 態 の 水 平 ジ

ャ ッ キ 形 式 の リ ン ク 構 造 を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は 水 平 ジ ャ ッ キ が 縮 ん だ 状 態 の 水 平 ジ ャ ッ

キ 形 式 の リ ン ク 構 造 を 示 す 側 面 図 。

【 図 １ １ 】 （ ａ ） は 車 輪 式 の 移 動 式 固 定 手 段 を 示 す 断 面 図 、 （ ｂ ） は 車 輪 式 の 移 動 式 固 定

手 段 を 示 す 側 面 図 。

【 図 １ ２ 】 （ ａ ） は ス ラ イ ド 式 の 移 動 式 固 定 手 段 を 示 す 断 面 図 、 （ ｂ ） は ス ラ イ ド 式 の 移

動 式 固 定 手 段 を 示 す 側 面 図 。

【 図 １ ３ 】 （ ａ ） は 水 平 ジ ャ ッ キ が 伸 び た 状 態 の 第 ２ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 を 示 す 側 面 図

、 （ ｂ ） は 水 平 ジ ャ ッ キ が 縮 ん だ 状 態 の 第 ２ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 を 示 す 側 面 図 。

【 図 １ ４ 】 （ ａ ） は 吊 り ロ ー プ の 第 １ 先 端 側 が 不 動 固 定 手 段 に 固 定 さ れ た 状 態 の 第 ３ 形 態

の 吊 り 荷 移 動 装 置 を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は 不 動 固 定 手 段 に よ る 吊 り ロ ー プ の 第 １ 先 端 側 の

固 定 が 解 除 さ れ た 状 態 の 第 ３ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 を 示 す 側 面 図 。

【 図 １ ５ 】 （ ａ ） は 回 転 巻 取 り 手 段 が リ ン ク 構 造 を 吊 り 上 げ る 前 の 状 態 の 第 ４ 形 態 の 吊 り

荷 移 動 装 置 を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は 回 転 巻 取 り 手 段 が リ ン ク 構 造 を 吊 り 上 げ た 後 の 状 態 の

第 ４ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 を 示 す 側 面 図 。

【 図 １ ６ 】 （ ａ ） は 移 動 式 固 定 手 段 が 水 平 移 動 す る 前 の 状 態 の 第 ５ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置

を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は 移 動 式 固 定 手 段 が 橋 軸 直 角 方 向 の 外 側 に 移 動 し た 後 の 状 態 の 第 ５

形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 を 示 す 側 面 図 。

【 図 １ ７ 】 本 願 発 明 の 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 の 主 な 工 程 を 示 す フ ロ ー 図 。

【 図 １ ８ 】 （ ａ ） は 水 平 回 転 装 置 で 壁 高 欄 （ 吊 り 荷 ） を 吊 り 上 げ た 状 態 を 示 す 平 面 図 、 （

ｂ ） は 壁 高 欄 を 吊 上 げ た 状 態 で 水 平 回 転 装 置 を 水 平 回 転 す る 状 態 を 示 す 平 面 図 。

【 図 １ ９ 】 本 願 発 明 の 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 の 主 な 工 程 を 示 す フ ロ ー 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

１ ． 全 体 概 要

　 図 １ （ ａ ） は 、 主 桁 Ｇ Ｒ 上 に 設 置 さ れ た 壁 高 欄 Ｗ Ｒ 付 き コ ン ク リ ー ト 床 版 Ｄ Ｃ で 構 成 さ

れ る 橋 梁 Ｂ Ｒ を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は 、 切 断 し た 壁 高 欄 Ｗ Ｒ が 吊 り 上 げ ら れ た

状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 ま た 図 １ （ ｂ ） で は 、 切 断 し た 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を 吊 り 上 げ た 状 態 で

、 断 面 の 中 央 付 近 （ 以 下 、 単 に 「 断 面 中 央 」 と い う 。 ） ま で 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 さ せ て い

る 。 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ な ど 橋 梁 の 一 部

を 切 断 し た 部 材 （ 以 下 、 「 切 断 部 材 」 と い う 。 ） を 、 橋 軸 直 角 方 向 に 断 面 中 央 ま で 移 動 さ

せ る 装 置 で あ る 。 ま た 、 本 願 発 明 の 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 は 、 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 を

使 用 し て 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ な ど の 切 断 部 材 を 橋 軸 直 角 方 向 に 断 面 中 央 ま で 移 動 さ せ る 方 法 で あ

り 、 本 願 発 明 の 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 は 、 吊 り 荷 移 動 装 置 を 使 用 し て 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ な ど の 新

設 部 材 を 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 さ せ る 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

２ ． 吊 り 荷 移 動 装 置

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 に つ い て 、 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 本 願 発 明 の 既

設 橋 梁 の 撤 去 方 法 は 、 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 を 用 い て 橋 梁 の 一 部 部 材 を 撤 去 す る 方 法

で あ り 、 し た が っ て ま ず は 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 に つ い て 説 明 し 、 そ の 後 に 本 願 発 明

の 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 や 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 に つ い て 説 明 す る こ と と す る 。 ま た 、 便 宜 上

こ こ で は 切 断 し た 壁 高 欄 Ｗ Ｒ （ 切 断 部 材 ） を 移 動 さ せ る 例 で 説 明 し て い る が 、 本 願 発 明 の

吊 り 荷 移 動 装 置 は 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ に 限 ら ず 種 々 の 切 断 部 材 を 移 動 さ せ る 際 に 利 用 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ２ は 、 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 模 式 的 に 示 す 側 面 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 す
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よ う に 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ は 、 橋 面 上 （ 図 で は コ ン ク リ ー ト 床 版 Ｄ Ｃ 上 ） に 設 置 さ れ る

も の で あ り 、 リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ （ 水 平 伸 縮 手 段 ） と 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ を 含 ん で 構 成 さ

れ 、 さ ら に リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 支 持 す る （ 吊 り 下 げ る ） 支 持 構 台 ４ ０ ０ を 含 ん で 構 成 す る

こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 支 持 構 台 ４ ０ ０ は 橋 面 上 に 設 置 さ れ 、 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ は こ の 支 持 構 台 ４ ０ ０ に 吊

り 下 げ ら れ 、 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ は 橋 面 上 に 固 定 さ れ る 。 ま た リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は ワ イ

ヤ ー ロ ー プ な ど の 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ を 具 備 し て お り 、 こ の 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 一 端 （ 図 ２

で は 右 側 ） は 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ に 固 定 さ れ 、 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 他 端 （ 図 ２ で は 左 側

） に は フ ッ ク な ど の 吊 り 冶 具 ２ ５ ０ が 取 り 付 け ら れ る 。 リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は 、 橋 軸 直 角 方

向 （ 図 ２ で は 左 右 方 向 ） に 伸 縮 す る 機 能 を 有 し て お り 、 リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ の 伸 縮 に 伴 っ て

吊 り 冶 具 ２ ５ ０ に 把 持 さ れ た （ 吊 り 下 げ ら れ た ） 吊 り 荷 （ 図 ２ で は 壁 高 欄 Ｗ Ｒ ） が 橋 軸 直

角 方 向 に 移 動 す る 。 さ ら に 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ は 、 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 一 端 を 固 定 し た

ま ま 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 さ せ る 機 能 を 有 し て お り 、 リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ の 伸 縮 に 伴 っ て 吊 り

荷 と は 逆 方 向 に 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 一 端 を 移 動 さ せ る 。 以 下 、 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 構

成 す る 主 な 要 素 ご と に 詳 し く 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

（ 支 持 構 台 ）

　 図 ３ は 、 支 持 構 台 ４ ０ ０ の 一 例 と し て の リ フ タ ー を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 リ フ タ ー は 、 市

場 に 流 通 し て い る （ 販 売 さ れ レ ン タ ル さ れ て い る ） 汎 用 品 で あ り 、 こ の 図 に 示 す よ う に ４

本 の 支 柱 ４ ０ １ と 頂 版 ４ ０ ２ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 こ れ ら ４ 本 の 支 柱 ４ ０ １ は 、 そ れ ぞ れ

複 数 （ 図 で は ３ つ ） の 分 割 体 で 形 成 さ れ 、 上 方 の 分 割 体 が 下 方 の 分 割 体 を 収 容 で き る 構 造

と な っ て い る 。 そ し て 油 圧 等 を 利 用 す る こ と で 、 上 方 の 分 割 体 か ら 下 方 の 分 割 体 を 出 し 入

れ す る こ と が で き 、 す な わ ち ４ 本 の 支 柱 ４ ０ １ は 上 下 に 伸 び 縮 み （ つ ま り ジ ャ ッ キ ア ッ プ

と ジ ャ ッ キ ダ ウ ン ） で き る 仕 様 と な っ て い る 。 ま た リ フ タ ー （ 支 持 構 台 ４ ０ ０ ） は 正 面 視

で 門 型 で あ り 、 工 事 用 車 両 が 通 過 可 能 な 空 間 を 備 え て い る 。 な お 支 持 構 台 ４ ０ ０ は 、 リ フ

タ ー に 限 ら ず 、 専 用 の も の と し て 特 別 に 製 造 し た も の （ 注 文 製 造 し た も の ） を 利 用 す る こ

と も で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

（ リ ン ク 構 造 ）

　 リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は 、 ４ 本 の ア ー ム で 構 成 さ れ る 「 ４ ア ー ム 形 式 」 と 、 ２ 本 の ア ー ム で

構 成 さ れ る 「 ２ ア ー ム 形 式 」 、 水 平 ジ ャ ッ キ で 構 成 さ れ る 「 水 平 ジ ャ ッ キ 形 式 」 に 大 別 す

る こ と が で き る 。 そ こ で 、 こ れ ら 形 式 別 に リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 は じ め に ４ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は ４ ア ー ム 形 式 の リ

ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 説 明 す る 図 で あ り 、 （ ａ ） は 支 持 構 台 ４ ０ ０ を 省 略 し て ４ ア ー ム 形 式 の

リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ の み を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は ４ つ の ア ー ム を 省 略 し た リ ン ク 構 造

２ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に ４ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は 、 側 面 視 で 略 平 行 四 辺 形 を

形 成 す る ４ つ の ア ー ム を 備 え て お り 、 よ り 詳 し く は 平 行 四 辺 形 の 上 辺 に 当 た る 第 １ 上 部 ア

ー ム ２ ２ １ （ 図 で は 右 側 ） と 第 ２ 上 部 ア ー ム ２ ２ ２ （ 図 で は 左 側 ） 、 平 行 四 辺 形 の 下 辺 に

当 た る 第 １ 下 部 ア ー ム ２ ２ ３ （ 図 で は 右 側 ） と 第 ２ 下 部 ア ー ム ２ ２ ４ （ 図 で は 左 側 ） を 備

え て い る 。 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２ １ と 第 ２ 上 部 ア ー ム ２ ２ ２ は 上 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ

て お り 、 第 １ 下 部 ア ー ム ２ ２ ３ と 第 ２ 下 部 ア ー ム ２ ２ ４ は 下 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、

同 様 に 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２ １ と 第 １ 下 部 ア ー ム ２ ２ ３ は 第 １ 側 方 連 結 部 （ 図 で は 右 側 ） で

ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 第 ２ 上 部 ア ー ム ２ ２ ２ と 第 ２ 下 部 ア ー ム ２ ２ ４ は 第 ２ 側 方 連 結 部 （ 図 で

は 左 側 ） で ヒ ン ジ 結 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 上 方 連 結 部 と 下 方 連 結 部 の 間 に は 、 上 下 方 向 に 伸 縮 す る 上 下 ジ ャ ッ キ ２ ３ １ が 配 置
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さ れ て お り 、 こ の 上 下 ジ ャ ッ キ ２ ３ １ の 上 端 は 上 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ て お り 、 上 下

ジ ャ ッ キ ２ ３ １ の 下 端 は 下 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 さ ら に 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 側 方 連 結 部 に は 第 １ 滑 車 ２ １ １ が 取 り 付 け ら れ て

お り 、 第 ２ 側 方 連 結 部 に は 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ が 取 り 付 け ら れ 、 上 方 連 結 部 に は 第 ３ 滑 車 ２ １

３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ が 、 第 １ 滑

車 ２ １ １ と 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ 、 第 ３ 滑 車 ２ １ ３ に 掛 け 回 さ れ て 張 設 さ れ て い る 。 既 述 し た と

お り 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ に 掛 け 回 さ れ て 下 方 に 垂 下 し た 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 先 端 （ 以 下 、 「

第 １ 先 端 側 ２ ４ １ 」 と い う 。 ） は 、 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ に 固 定 さ れ 、 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ に

掛 け 回 さ れ て 下 方 に 垂 下 し た 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 先 端 （ 以 下 、 「 第 ２ 先 端 側 ２ ４ ２ 」 と い

う 。 ） に は 、 吊 り 冶 具 ２ ５ ０ が 取 り 付 け ら れ る 。 な お 便 宜 上 こ こ で は 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ と

第 ２ 滑 車 ２ １ ２ と の 距 離 の こ と を 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 「 水 平 支 間 Ｗ Ｄ 」 と い う こ と

と す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ５ （ ａ ） は 、 上 下 ジ ャ ッ キ ２ ３ １ が 縮 ん だ 状 態 の ４ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ を

示 す 側 面 図 で あ り 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 上 下 ジ ャ ッ キ ２ ３ １ が 伸 び た 状 態 の ４ ア ー ム 形 式 の リ

ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ５ に 示 す ４ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０

は 、 係 止 具 ２ ６ １ に 掛 け ら れ た 支 持 ロ ー プ ２ ６ ２ に よ っ て 吊 り 下 げ ら れ て お り 、 こ の 支 持

ロ ー プ ２ ６ ２ は 上 方 で 支 持 構 台 ４ ０ ０ の 頂 版 ４ ０ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 　 図 ５ （ ａ ） と 図

５ （ ｂ ） を 見 比 べ る と 、 上 下 ジ ャ ッ キ ２ ３ １ が 伸 び る こ と に よ っ て 、 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２

１ と 第 １ 下 部 ア ー ム ２ ２ ３ と の 挟 角 が 広 が る と と も に 、 第 ２ 上 部 ア ー ム ２ ２ ２ と 第 ２ 下 部

ア ー ム ２ ２ ４ と の 挟 角 が 広 が っ て お り 、 そ の 結 果 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ と 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ が そ

れ ぞ れ 内 側 に 移 動 し 水 平 支 間 Ｗ Ｄ が 短 く な っ て い る こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ４ （ ａ ） を 参 照 し な が ら ４ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

縮 ん だ 状 態 の 上 下 ジ ャ ッ キ ２ ３ １ を 伸 ば す と （ 矢 印 Ａ Ｒ １ ） 、 上 方 連 結 部 と 下 方 連 結 部 の

間 が 広 が る と と も に 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 左 側 ） に 移 動 し て （ 矢 印 Ａ Ｒ

２ ） 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 右 側 ） に 移 動 し （ 矢 印 Ａ Ｒ ３ ） 、 水 平 支 間 Ｗ Ｄ

が 縮 ま っ て い く 。 こ れ に 伴 い 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ か ら 垂 下 す る 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ （ 第 １ 滑 車

２ １ １ ～ 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ ） が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 左 側 ） に 移 動 し （ 矢 印 Ａ Ｒ ４ ） 、 第 ２

滑 車 ２ １ ２ か ら 垂 下 す る 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ 、 す な わ ち 吊 り 冶 具 ２ ５ ０ と 吊 り 荷 の 壁 高 欄 Ｗ

Ｒ が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 右 側 ） に 移 動 す る （ 矢 印 Ａ Ｒ ５ ） わ け で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 次 に ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ は ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク

構 造 ２ ０ ０ を 説 明 す る 図 で あ り 、 （ ａ ） は 水 平 方 向 （ 左 右 方 向 ） に 伸 縮 す る 水 平 ジ ャ ッ キ

２ ３ ２ が 伸 び た 状 態 の ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 水

平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 縮 ん だ 状 態 の ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ６ に 示 す よ う に ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は 、 側 面 視 で 略 二 等 辺 三 角 形 を 形 成

す る ２ つ の ア ー ム と 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ を 備 え て お り 、 よ り 詳 し く は 二 等 辺 三 角 形 の 側 辺

に 当 た る 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２ １ （ 図 で は 右 側 ） と 第 ２ 上 部 ア ー ム ２ ２ ２ （ 図 で は 左 側 ） 、

二 等 辺 三 角 形 の 底 辺 に 当 た る 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ を 備 え て い る 。 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２ １ と

第 ２ 上 部 ア ー ム ２ ２ ２ は 上 方 連 結 部 で ヒ ン ジ 結 合 さ れ て お り 、 同 様 に 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２

１ と 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ は 第 １ 側 方 連 結 部 （ 図 で は 右 側 ） で ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 第 ２ 上 部 ア

ー ム ２ ２ ２ と 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ は 第 ２ 側 方 連 結 部 （ 図 で は 左 側 ） で ヒ ン ジ 結 合 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ 側 方 連 結 部 に は 第 １ 滑 車 ２ １ １ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 第

２ 側 方 連 結 部 に は 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ が 取 り 付 け ら れ 、 上 方 連 結 部 に は 第 ３ 滑 車 ２ １ ３ が 取 り

付 け ら れ て い る 。 そ し て 図 ４ （ ｂ ） に 示 す ４ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ と 同 様 、 吊 り
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ロ ー プ ２ ４ ０ が 第 １ 滑 車 ２ １ １ と 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ 、 第 ３ 滑 車 ２ １ ３ に 掛 け 回 さ れ て 張 設 さ

れ て お り 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ に 掛 け 回 さ れ て 下 方 に 垂 下 し た 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側

２ ４ １ は 、 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ に 固 定 さ れ 、 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ に 掛 け 回 さ れ て 下 方 に 垂 下

し た 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 ２ 先 端 側 ２ ４ ２ に は 、 吊 り 冶 具 ２ ５ ０ が 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 ６ を 参 照 し な が ら ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ （

ａ ） に 示 す よ う に 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 伸 び た 状 態 か ら 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 水 平 ジ

ャ ッ キ ２ ３ ２ を 縮 め た 状 態 に す る と 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 左 側 ） に 移 動

す る と と も に 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 右 側 ） に 移 動 し 、 そ の 結 果 、 水 平 支 間

Ｗ Ｄ が 縮 ま っ て い く 。 こ れ に 伴 い 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ か ら 垂 下 す る 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ （ 第 １

滑 車 ２ １ １ ～ 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ ） が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 左 側 ） に 移 動 し 、 第 ２ 滑 車 ２ １ ２

か ら 垂 下 す る 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ 、 す な わ ち 吊 り 冶 具 ２ ５ ０ と 吊 り 荷 の 壁 高 欄 Ｗ Ｒ が 断 面 中

央 側 （ 図 で は 右 側 ） に 移 動 す る わ け で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は 、 図 ７ に 示 す よ う に ウ ィ ン チ な ど の 回 転 巻 取 り 手 段

２ ６ ３ を 具 備 す る も の と す る こ と も で き る 。 図 ７ （ ａ ） は 回 転 巻 取 り 手 段 ２ ６ ３ を 具 備 す

る ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ で あ っ て 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 伸 び た 状 態 を 示 す 側 面

図 で あ り 、 （ ｂ ） は 同 じ く 回 転 巻 取 り 手 段 ２ ６ ３ を 具 備 す る ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２

０ ０ で あ っ て 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 縮 ん だ 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ７ で は 支 持

構 台 ４ ０ ０ の 頂 版 ４ ０ ２ に 回 転 巻 取 り 手 段 ２ ６ ３ が 固 定 さ れ て お り 、 回 転 巻 取 り 手 段 ２ ６

３ か ら の 支 持 ロ ー プ ２ ６ ２ を 係 止 具 ２ ６ １ に 掛 け る こ と に よ っ て 、 ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク

構 造 ２ ０ ０ が 支 持 さ れ （ 吊 り 下 げ ら れ ） て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 伸 び た 状 態 か ら 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う

に 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ を 縮 め た 状 態 に す る と 、 水 平 支 間 Ｗ Ｄ が 縮 ま っ て い く 。 こ の と き 、

水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ の 収 縮 に 伴 っ て 回 転 巻 取 り 手 段 ２ ６ ３ が 支 持 ロ ー プ ２ ６ ２ を 巻 き 取 る

こ と で 、 第 ３ 滑 車 ２ １ ３ （ 上 方 連 結 部 ） を △ Ｈ だ け 上 方 に 引 き 上 げ て い る 。 そ の 結 果 、 図

７ （ ａ ） の 状 態 （ 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ の 伸 長 状 態 ） か ら 図 ７ （ ｂ ） の 状 態 （ 水 平 ジ ャ ッ キ

２ ３ ２ の 短 縮 状 態 ） に 変 化 し て も 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ （ 第 １ 側 方 連 結 部 ） と 第 ２ 滑 車 ２ １ ２

（ 第 ２ 側 方 連 結 部 ） は 同 じ 高 さ が 維 持 さ れ 、 す な わ ち 吊 り 荷 の 壁 高 欄 Ｗ Ｒ も 同 じ 高 さ を 維

持 し た ま ま 断 面 中 央 側 に 移 動 す る こ と が で き る わ け で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２ １ と 第

２ 上 部 ア ー ム ２ ２ ２ に ス リ ッ ト Ｓ Ｌ が 設 け ら れ た も の と す る こ と も で き る 。 図 ８ （ ａ ） は

２ つ の ア ー ム に ス リ ッ ト Ｓ Ｌ が 設 け ら れ た ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ で あ っ て 水 平

ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 伸 び た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 同 じ く ２ つ の ア ー ム に ス リ ッ

ト Ｓ Ｌ が 設 け ら れ た ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ で あ っ て 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 縮 ん

だ 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 伸 び た 状 態 か ら 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う

に 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ を 縮 め た 状 態 に す る と 、 水 平 支 間 Ｗ Ｄ が 縮 ま っ て い く 。 こ の と き 、

水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ の 収 縮 に 伴 っ て 、 第 １ 側 方 連 結 部 が 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２ １ の ス リ ッ ト

に 沿 っ て 上 昇 す る と と も に 、 第 ２ 側 方 連 結 部 が 第 ２ 上 部 ア ー ム ２ ２ １ の ス リ ッ ト に 沿 っ て

上 昇 し て い る 。 そ の 結 果 、 図 ８ （ ａ ） の 状 態 （ 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ の 伸 長 状 態 ） か ら 図 ８

（ ｂ ） の 状 態 （ 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ の 短 縮 状 態 ） に 変 化 し て も 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ と 第 ２ 滑

車 ２ １ ２ は 同 じ 高 さ が 維 持 さ れ 、 す な わ ち 吊 り 荷 の 壁 高 欄 Ｗ Ｒ も 同 じ 高 さ を 維 持 し た ま ま

断 面 中 央 側 に 移 動 す る こ と が で き る わ け で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 さ ら に ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２ １ と

第 ２ 上 部 ア ー ム ２ ２ ２ に ジ ャ ッ キ を 利 用 し た も の と す る こ と も で き る 。 図 ９ （ ａ ） は ２ つ
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の ア ー ム が ジ ャ ッ キ で あ る ２ ア ー ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ で あ っ て 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２

が 伸 び た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 同 じ く ２ つ の ア ー ム が ジ ャ ッ キ で あ る ２ ア ー

ム 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ で あ っ て 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 縮 ん だ 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る

。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ２ つ ア ー ム が ジ ャ ッ キ で あ る （ つ ま り ３ 辺 と も に ジ ャ ッ キ で あ る ） リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は

、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ を 縮 め る と と も に 、 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２

１ の ジ ャ ッ キ を 縮 め る こ と に よ っ て 、 水 平 支 間 Ｗ Ｄ を 縮 め 、 そ の 結 果 、 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０

の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ と 吊 り 荷 の 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を 断 面 中 央 側 に 移 動 さ せ る 。 な お 図 ９ （ ｂ ） で

は 、 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ と 第 １ 上 部 ア ー ム ２ ２ １ の ジ ャ ッ キ を 縮 め て い る が 、 こ れ に 代 え

て 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ と 第 ２ 上 部 ア ー ム ２ ２ ２ の ジ ャ ッ キ を 縮 め る こ と で 、 吊 り ロ ー プ ２

４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ と 吊 り 荷 の 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を 移 動 さ せ る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 続 い て 水 平 ジ ャ ッ キ 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ０ は 水 平 ジ ャ ッ キ

形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 説 明 す る 図 で あ り 、 （ ａ ） は 水 平 方 向 （ 左 右 方 向 ） に 伸 縮 す る

水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 伸 び た 状 態 の 水 平 ジ ャ ッ キ 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で

あ り 、 （ ｂ ） は 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 縮 ん だ 状 態 の 水 平 ジ ャ ッ キ 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０

を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 １ ０ に 示 す よ う に 水 平 ジ ャ ッ キ 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は 、 水 平 方 向 （ 左 右 方 向 ） に

伸 縮 す る 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ を 備 え て お り 、 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ の 一 端 （ 図 で は 右 端 ） に

は 第 １ 滑 車 ２ １ １ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ の 他 端 （ 図 で は 左 端 ） に は

第 ２ 滑 車 ２ １ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ が 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ と 第

２ 滑 車 ２ １ ２ に 掛 け 回 さ れ て 張 設 さ れ 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ に 掛 け 回 さ れ て 下 方 に 垂 下 し た 吊

り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ は 、 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ に 固 定 さ れ 、 第 ２ 滑 車 ２ １

２ に 掛 け 回 さ れ て 下 方 に 垂 下 し た 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 ２ 先 端 側 ２ ４ ２ に は 、 吊 り 冶 具 ２

５ ０ が 取 り 付 け ら れ る 。 な お 、 図 １ ０ に 示 す 水 平 ジ ャ ッ キ 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は 、 左

右 ２ 箇 所 の 係 止 具 ２ ６ １ に そ れ ぞ れ 掛 け ら れ た 支 持 ロ ー プ ２ ６ ２ に よ っ て 吊 り 下 げ ら れ て

お り 、 こ の 支 持 ロ ー プ ２ ６ ２ は 上 方 で 支 持 構 台 ４ ０ ０ の 頂 版 ４ ０ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 　

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 １ ０ を 参 照 し な が ら 水 平 ジ ャ ッ キ 形 式 の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 伸 び た 状 態 か ら 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ

う に 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ を 縮 め た 状 態 に す る と 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 左

側 ） に 移 動 す る と と も に 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 右 側 ） に 移 動 し 、 そ の 結 果

、 水 平 支 間 Ｗ Ｄ が 縮 ま っ て い く 。 こ れ に 伴 い 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ か ら 垂 下 す る 吊 り ロ ー プ ２

４ ０ （ 第 １ 滑 車 ２ １ １ ～ 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ ） が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 左 側 ） に 移 動 し 、 第 ２

滑 車 ２ １ ２ か ら 垂 下 す る 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ 、 す な わ ち 吊 り 冶 具 ２ ５ ０ と 吊 り 荷 の 壁 高 欄 Ｗ

Ｒ が 断 面 中 央 側 （ 図 で は 右 側 ） に 移 動 す る わ け で あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

（ 移 動 式 固 定 手 段 ）

　 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ は 、 車 輪 式 と ス ラ イ ド 式 に 大 別 す る こ と が で き る 。 ま ず は 、 図 １

１ を 参 照 し な が ら 車 輪 式 の 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ １ は 、 車 輪 式 の

移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は そ の 断 面 図 、 （ ｂ ） は そ の 側 面 図 で あ る

。 こ の 図 に 示 す よ う に 車 輪 式 の 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ は 、 レ ー ル ３ １ ０ （ 支 持 台 ） と 移 動

車 ３ ２ ０ （ 移 動 体 ） を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 レ ー ル ３ １ ０ は 、 図 １ １ （ ａ ） に 示 す Ｈ 形 鋼 の

ほ か 、 山 形 鋼 や 溝 型 鋼 と い っ た 形 鋼 を 利 用 す る こ と が で き 、 そ の 軸 方 向 が 橋 軸 直 角 方 向 と

な る よ う に 配 置 さ れ 、 ア ン カ ー Ａ Ｎ 等 に よ っ て 橋 面 （ 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 Ｄ Ｃ ） 上

に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 移 動 車 ３ ２ ０ は 、 左 右 に 車 輪 ３ ２ １ （ 図 １ １ で は ２ × ２ ＝ ４ 個 ） を 具 備 し て お り 、 こ の
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車 輪 ３ ２ １ が 回 転 す る こ と で レ ー ル ３ １ ０ に 沿 っ て （ つ ま り 橋 軸 直 角 方 向 に ） 円 滑 に 移 動

す る こ と が で き る 構 造 と な っ て い る 。 ま た 移 動 車 ３ ２ ０ は 、 レ ー ル ３ １ ０ か ら 外 れ な い よ

う レ ー ル ３ １ ０ の 一 部 に 係 止 さ れ て い る 。 例 え ば 図 で は 、 移 動 車 ３ ２ ０ の 天 板 と 車 輪 ３ ２

１ に よ っ て レ ー ル ３ １ ０ の フ ラ ン ジ を 挟 持 し て お り 、 こ れ に よ り レ ー ル ３ １ ０ か ら 移 動 車

３ ２ ０ が 上 方 （ あ る い は 下 方 ） に 外 れ な い よ う な 構 造 と し て い る 。 さ ら に 、 レ ー ル ３ １ ０

の 左 右 端 に ス ト ッ パ ３ １ １ を 設 け る こ と で 、 移 動 車 ３ ２ ０ が 左 右 方 向 に も 外 れ な い よ う な

構 造 と す る こ と も で き る 。 ま た 移 動 車 ３ ２ ０ の 上 部 に は 挿 通 孔 ３ ２ ２ が 設 け ら れ て お り 、

吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ は こ の 挿 通 孔 ３ ２ ２ に 挿 通 さ れ た う え で 移 動 車 ３ ２

０ に 固 定 さ れ る 。 こ の よ う に 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ が 移 動 車 ３ ２ ０ に 固 定

さ れ る こ と に よ っ て 、 車 輪 ３ ２ １ の 移 動 に 伴 い 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ も 橋

軸 直 角 方 向 に 円 滑 に 移 動 す る こ と が で き る わ け で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 次 に 、 図 １ ２ を 参 照 し な が ら ス ラ イ ド 式 の 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図

１ ２ は 、 ス ラ イ ド 式 の 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は そ の 断 面 図 、 （ ｂ

） は そ の 側 面 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に ス ラ イ ド 式 の 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ は 、 略 平

行 に 配 置 さ れ る ２ 本 の レ ー ル ３ １ ０ （ 支 持 台 ） と ス ラ イ ド 棒 ３ ３ ０ （ 移 動 体 ） を 含 ん で 構

成 さ れ る 。 レ ー ル ３ １ ０ は 、 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す Ｈ 形 鋼 の ほ か 、 山 形 鋼 や 溝 型 鋼 と い っ た

形 鋼 を 利 用 す る こ と が で き 、 そ の 軸 方 向 が 橋 軸 直 角 方 向 と な る よ う に 配 置 さ れ 、 ア ン カ ー

Ａ Ｎ 等 に よ っ て 橋 面 （ 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 Ｄ Ｃ ） 上 に 固 定 さ れ る 。 ま た レ ー ル ３ １

０ の 腹 板 （ ウ ェ ブ ） 中 央 付 近 に は 、 橋 軸 直 角 方 向 に 沿 っ て 移 動 溝 ３ １ ２ が 設 け ら れ て い る

。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ス ラ イ ド 棒 ３ ３ ０ は 、 例 え ば 丸 鋼 な ど 棒 状 の 鋼 材 を 利 用 す る こ と が で き 、 そ の 両 端 が ２

本 の レ ー ル ３ １ ０ の 移 動 溝 ３ １ ２ に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 こ の ス ラ イ ド 棒 ３ ３ ０ が 移 動 溝

３ １ ２ を 案 内 さ れ る こ と に よ っ て 、 ス ラ イ ド 棒 ３ ３ ０ は 橋 軸 直 角 方 向 に 円 滑 に 移 動 す る こ

と が で き る 構 造 と な っ て い る 。 ま た ス ラ イ ド 棒 ３ ３ ０ に は 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側

２ ４ １ が 固 定 さ れ て お り 、 こ れ に よ り ス ラ イ ド 棒 ３ ３ ０ の 移 動 に 伴 い 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の

第 １ 先 端 側 ２ ４ １ も 橋 軸 直 角 方 向 に 円 滑 に 移 動 す る こ と が で き る わ け で あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

（ 他 の 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 ）

　 以 下 、 図 １ ～ 図 １ ２ を 参 照 し な が ら 説 明 し た 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ （ 以 下 、 「 第

１ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ 」 と い う 。 ） と は 異 な る 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ に つ

い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ は 、 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ に 代 え て 不 動 固 定 手 段 ５ ０

０ を 備 え た も の と す る こ と も で き る 。 図 １ ３ は 、 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ に 代 え て 不 動 固 定

手 段 ５ ０ ０ を 備 え た 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ （ 以 下 、 「 第 ２ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ 」

と い う 。 ） の 動 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 伸 び た 状 態 の

第 ２ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 縮 ん だ 状

態 の 第 ２ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 不 動 固 定 手 段 ５ ０ ０ は 、 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ と 同 様 、 ア ン カ ー Ａ Ｎ 等 に よ っ て 橋 面 （

例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 Ｄ Ｃ ） 上 に 固 定 さ れ 、 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ を

固 定 す る 手 段 で あ る 。 た だ し 、 図 １ １ や 図 １ ２ に 示 す 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ と は 異 な り 、

吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ を 水 平 移 動 さ せ る 機 能 は 有 し て い な い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 第 ２ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ２ 本 の

ア ー ム で 構 成 さ れ る 「 ２ ア ー ム 形 式 」 と さ れ る 。 ま た 第 ２ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ は

、 支 持 構 台 ４ ０ ０ の 一 部 （ 例 え ば 、 頂 版 ４ ０ ２ ） に 回 転 可 能 に 固 定 さ れ る 。 具 体 的 に は 、

リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ の う ち 上 方 連 結 部 付 近 （ 図 １ ３ （ ａ ） の 破 線 円 で 示 す 部 分 で 、 以 下 、 「
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頂 点 部 Ｃ Ｕ 」 と い う 。 ） で 支 持 構 台 ４ ０ ０ に 固 定 さ れ 、 し か も リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ が こ の 頂

点 部 Ｃ Ｕ を 中 心 と し て 略 鉛 直 面 （ 鉛 直 面 含 む ） 内 で 回 転 で き る よ う に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 １ ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ が 伸 び た 状 態 か ら 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す

よ う に 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ を 縮 め た 状 態 に す る と 、 水 平 支 間 Ｗ Ｄ が 縮 ま っ て い く 。 こ の と

き 、 水 平 ジ ャ ッ キ ２ ３ ２ の 収 縮 に 伴 っ て 、 頂 点 部 Ｃ Ｕ を 中 心 と し て リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ が 回

転 （ 図 で は 反 時 計 周 り に 回 転 ） し て い く 。 そ の 結 果 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 吊 り 荷 の

壁 高 欄 Ｗ Ｒ が 断 面 中 央 側 に 移 動 す る わ け で あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ は 、 リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ に 代 え て 、 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０

０ を 備 え た も の と す る こ と も で き る 。 図 １ ４ は 、 リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ に 代 え て 回 転 式 フ レ ー

ム ６ ０ ０ を 備 え た 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ （ 以 下 、 「 第 ３ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ 」 と

い う 。 ） の 動 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １

が 不 動 固 定 手 段 ５ ０ ０ に 固 定 さ れ た 状 態 の 第 ３ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 示 す 側 面 図

、 （ ｂ ） は 不 動 固 定 手 段 ５ ０ ０ に よ る 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ の 固 定 が 解 除

さ れ た 状 態 の 第 ３ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に

第 ３ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ は 、 第 ２ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ と 同 様 、 不 動 固 定

手 段 ５ ０ ０ を 備 え て お り 、 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ は 不 動 固 定 手 段 ５ ０ ０ に

固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 傾 斜 配 置 さ れ る 第 １ ア ー ム （ 図 で は 右

側 ） と 、 同 じ く 傾 斜 配 置 さ れ る 第 ２ ア ー ム （ 図 で は 左 側 ） 、 略 水 平 （ 水 平 含 む ） に 配 置 さ

れ る 第 ３ ア ー ム に よ っ て 正 面 視 が 三 角 形 と な る よ う に 形 成 さ れ た 枠 構 造 で あ る 。 具 体 的 に

は 、 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム が 上 方 連 結 部 で 固 定 さ れ 、 第 １ ア ー ム と 第 ３ ア ー ム が 第 １ 側

方 連 結 部 で 固 定 さ れ 、 第 ２ ア ー ム と 第 ３ ア ー ム が 第 ２ 側 方 連 結 部 で 固 定 さ れ る こ と に よ っ

て 、 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ は 形 成 さ れ る 。 た だ し 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム 、 第 ３ ア ー ム は

、 第 １ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ の よ う に ヒ ン ジ 結 合 で は な く 、 回

転 を 拘 束 し た 固 定 方 法 で 連 結 し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ま た 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ は 、 第 １ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ の リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ と

同 様 、 支 持 構 台 ４ ０ ０ の 一 部 （ 例 え ば 、 頂 版 ４ ０ ２ ） に 回 転 可 能 に 固 定 さ れ る 。 す な わ ち

回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ は 、 上 方 連 結 部 付 近 の 頂 点 部 Ｃ Ｕ で 支 持 構 台 ４ ０ ０ に 固 定 さ れ 、 し

か も 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ が こ の 頂 点 部 Ｃ Ｕ を 中 心 と し て 略 鉛 直 面 （ 鉛 直 面 含 む ） 内 で 回

転 で き る よ う に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ が 不 動 固 定 手 段 ５ ０ ０

に 固 定 さ れ た 状 態 か ら 、 図 １ ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 不 動 固 定 手 段 ５ ０ ０ に よ る 第 １ 先 端 側

２ ４ １ の 固 定 が 解 除 さ れ た 状 態 に す る と 、 頂 点 部 Ｃ Ｕ を 中 心 と し て 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０

が 回 転 （ 図 で は 反 時 計 周 り に 回 転 ） し て い く 。 そ の 結 果 、 図 １ ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 吊 り

荷 の 壁 高 欄 Ｗ Ｒ が 断 面 中 央 側 に 移 動 す る わ け で あ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ は 、 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ と 回 転 巻 取 り 手 段 Ｗ Ｎ を 備

え た も の と す る こ と も で き る 。 図 １ ５ は 、 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ と 回 転 巻 取 り 手 段 Ｗ Ｎ を

備 え た 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ （ 以 下 、 「 第 ４ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ 」 と い う 。 ） の

動 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 回 転 巻 取 り 手 段 Ｗ Ｎ が リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 吊 り 上

げ る 前 の 状 態 の 第 ４ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は 回 転 巻 取 り 手 段

Ｗ Ｎ が リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 吊 り 上 げ た 後 の 状 態 の 第 ４ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 示 す

側 面 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 第 ４ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ は 、 第 ３ 形 態 の 吊 り

荷 移 動 装 置 １ ０ ０ と 同 様 、 不 動 固 定 手 段 ５ ０ ０ を 備 え て お り 、 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先

端 側 ２ ４ １ は 不 動 固 定 手 段 ５ ０ ０ に 固 定 さ れ る 。

10

20

30

40

50



(14) JP  7324626  B2  2023.8.10

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ は 、 第 ３ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ と 同 様 、 支 持 構 台 ４ ０ ０ の

一 部 （ 例 え ば 、 頂 版 ４ ０ ２ ） に 回 転 可 能 に 固 定 さ れ る 。 ま た 回 転 巻 取 り 手 段 Ｗ Ｎ は 、 支 持

構 台 ４ ０ ０ の 一 部 （ 例 え ば 、 頂 版 ４ ０ ２ ） に 固 定 さ れ 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ に 掛 け 回 さ れ た 吊

り ロ ー プ の 第 １ 先 端 が こ の 回 転 巻 取 り 手 段 Ｗ Ｎ に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 図 １ ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 回 転 巻 取 り 手 段 Ｗ Ｎ が 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １

を 吊 り 上 げ る 前 の 状 態 か ら 、 図 １ ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 回 転 巻 取 り 手 段 Ｗ Ｎ が 第 １ 先 端 側

２ ４ １ を 吊 り 上 げ 、 す な わ ち 第 １ 滑 車 ２ １ １ を 引 き 上 げ て い く と 、 頂 点 部 Ｃ Ｕ を 中 心 と し

て 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ が 回 転 （ 図 で は 反 時 計 周 り に 回 転 ） し て い く 。 そ の 結 果 、 図 １ ５

（ ｂ ） に 示 す よ う に 吊 り 荷 の 壁 高 欄 Ｗ Ｒ が 断 面 中 央 側 に 移 動 す る わ け で あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ は 、 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ と 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ を

備 え た も の と す る こ と も で き る 。 図 １ ６ は 、 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ と 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０

０ を 備 え た 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ （ 以 下 、 「 第 ５ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ 」 と い う 。

） の 動 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ （ 移 動 車 ３ ２ ０ ） が 水

平 移 動 す る 前 の 状 態 の 第 ５ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 示 す 側 面 図 、 （ ｂ ） は 移 動 式 固

定 手 段 ３ ０ ０ （ 移 動 車 ３ ２ ０ ） が 橋 軸 直 角 方 向 の 外 側 に 移 動 し た 後 の 状 態 の 第 ５ 形 態 の 吊

り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 第 ５ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置

１ ０ ０ は 、 第 １ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ と 同 様 、 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ を 備 え て お り

、 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 １ 先 端 側 ２ ４ １ は 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ の 移 動 車 ３ ２ ０ に 固 定 さ

れ る 。 ま た 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ は 、 第 ３ 形 態 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ と 同 様 、 支 持 構 台

４ ０ ０ の 一 部 （ 例 え ば 、 頂 版 ４ ０ ２ ） に 回 転 可 能 に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 図 １ ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 移 動 式 固 定 手 段 ３ ０ ０ の 移 動 車 ３ ２ ０ が 水 平 移 動 す る 前 の 状

態 か ら 、 図 １ ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 移 動 車 ３ ２ ０ が 橋 軸 直 角 方 向 の 外 側 （ 図 で は 右 側 ） に

移 動 す る と 、 頂 点 部 Ｃ Ｕ を 中 心 と し て 回 転 式 フ レ ー ム ６ ０ ０ が 回 転 （ 図 で は 反 時 計 周 り に

回 転 ） し て い く 。 そ の 結 果 、 図 １ ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 吊 り 荷 の 壁 高 欄 Ｗ Ｒ が 断 面 中 央 側

に 移 動 す る わ け で あ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

３ ． 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法

　 次 に 、 本 願 発 明 の 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 本 願 発

明 の 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 は 、 こ こ ま で 説 明 し た 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ を 使 用 し て 橋 梁 の 一

部 部 材 を 撤 去 す る 方 法 で あ り 、 し た が っ て 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ で 説 明 し た 内 容 と 重 複 す

る 説 明 は 避 け 、 本 願 発 明 の 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 に 特 有 の 内 容 の み 説 明 す る こ と と す る 。 す

な わ ち 、 こ こ に 記 載 さ れ て い な い 内 容 は 、 「 ２ ． 吊 り 荷 移 動 装 置 」 で 説 明 し た も の と 同 様

で あ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 図 １ ７ は 、 本 願 発 明 の 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 の 主 な 工 程 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。 こ の 図 に

示 す よ う に 、 ま ず 橋 梁 Ｂ Ｒ の 一 部 （ 例 え ば 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ ） を 切 断 す る （ Ｓ ｔ ｅ ｐ １ ０ ） 。

一 方 、 切 断 す る 壁 高 欄 Ｗ Ｒ と 略 同 一 断 面 の 橋 面 （ 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 Ｄ Ｃ ） 上 に は

、 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ が 設 置 さ れ （ Ｓ ｔ ｅ ｐ ２ ０ ） 、 そ の 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０

の 第 ２ 先 端 側 ２ ４ ２ に 取 り 付 け ら れ た 吊 り 冶 具 ２ ５ ０ で 、 切 断 し た 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を 連 結 す る

（ 把 持 す る ） と と も に 、 ウ ィ ン チ 等 の 揚 重 機 に よ っ て こ の 壁 高 欄 Ｗ Ｒ （ 吊 り 荷 ） を 吊 り 上

げ る （ Ｓ ｔ ｅ ｐ ３ ０ ） 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 壁 高 欄 Ｗ Ｒ （ 吊 り 荷 ） を 吊 り 上 げ る と 、 リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 利 用 し て 水 平 支 間 Ｗ Ｄ （ 第

１ 滑 車 ２ １ １ と 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ と の 距 離 ） を 縮 め 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ か ら 垂 下 す る 吊 り ロ ー

プ ２ ４ ０ と 、 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ か ら 垂 下 す る 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ 、 す な わ ち 吊 り 冶 具 ２ ５ ０ と

壁 高 欄 Ｗ Ｒ （ 吊 り 荷 ） を 断 面 中 央 側 に 移 動 さ せ る （ Ｓ ｔ ｅ ｐ ４ ０ ） 。 そ し て 、 コ ン ク リ ー
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ト 床 版 Ｄ Ｃ の 中 央 付 近 で 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を ト ラ ッ ク 等 の 搬 送 体 に 搭 載 し 、 場 外 の 所 定 場 所 に 搬

出 す る （ Ｓ ｔ ｅ ｐ ５ ０ ） 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 本 願 発 明 の 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 水 平 回 転 装 置 ７ ０ ０ を 用 い て

橋 梁 Ｂ Ｒ の 一 部 （ 例 え ば 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ ） を 撤 去 す る 方 法 と す る こ と も で き る 。 こ の 水 平 回

転 装 置 ７ ０ ０ は 、 吊 り 荷 を 水 平 回 転 移 動 さ せ る も の で あ る 。 こ の 場 合 も ま ず 橋 梁 Ｂ Ｒ の 一

部 （ 例 え ば 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ ） を 切 断 す る （ 図 １ ７ の Ｓ ｔ ｅ ｐ １ ０ ） 。 一 方 、 切 断 す る 壁 高 欄

Ｗ Ｒ と 略 同 一 断 面 の 橋 面 （ 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 Ｄ Ｃ ） 上 に は 、 水 平 回 転 装 置 ７ ０ ０

が 設 置 さ れ る 。 そ し て 図 １ ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 水 平 回 転 装 置 ７ ０ ０ で 壁 高 欄 Ｗ Ｒ （ 吊

り 荷 ） を 吊 り 上 げ る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 水 平 回 転 装 置 ７ ０ ０ で 壁 高 欄 Ｗ Ｒ （ 吊 り 荷 ） を 吊 り 上 げ る と 、 図 １ ８ （ ｂ ） に 示 す よ う

に 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を 吊 り 上 げ た 状 態 で 水 平 回 転 装 置 ７ ０ ０ を 水 平 回 転 し 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を 橋 軸

直 角 方 向 の 中 心 側 に 移 動 さ せ る 。 こ の と き 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ に 取 り 付 け た ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 作

業 員 が 引 っ 張 る こ と で 、 水 平 回 転 装 置 ７ ０ ０ を 水 平 回 転 さ せ て も よ い 。 そ し て 、 コ ン ク リ

ー ト 床 版 Ｄ Ｃ の 中 央 付 近 で 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を ト ラ ッ ク 等 の 搬 送 体 に 搭 載 し 、 場 外 の 所 定 場 所 に

搬 出 す る （ 図 １ ７ の Ｓ ｔ ｅ ｐ ５ ０ ） 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

４ ． 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法

　 続 い て 、 本 願 発 明 の 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 つ い て 図 １ ９ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、

本 願 発 明 の 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 は 、 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 と 同 様 、 こ こ ま で 説 明 し た 吊 り 荷

移 動 装 置 １ ０ ０ を 使 用 し て 橋 梁 の 新 設 部 材 を 設 置 す る 方 法 で あ り 、 し た が っ て 吊 り 荷 移 動

装 置 １ ０ ０ や 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 で 説 明 し た 内 容 と 重 複 す る 説 明 は 避 け 、 本 願 発 明 の 橋 梁

部 材 の 設 置 方 法 に 特 有 の 内 容 の み 説 明 す る こ と と す る 。 す な わ ち 、 こ こ に 記 載 さ れ て い な

い 内 容 は 、 「 ２ ． 吊 り 荷 移 動 装 置 」 や 「 ３ ． 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 」 で 説 明 し た も の と 同 様

で あ る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 １ ９ は 、 本 願 発 明 の 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 の 主 な 工 程 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。 ま ず こ の

図 に 示 す よ う に 、 新 た に 設 置 し よ う と す る 橋 梁 の 新 設 部 材 （ 例 え ば 、 壁 高 欄 Ｗ Ｒ ） と 略 同

一 断 面 の 橋 面 （ 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 Ｄ Ｃ ） 上 に 、 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０

を 設 置 す る （ Ｓ ｔ ｅ ｐ ２ ０ ） 。 そ し て 、 場 内 に 搬 入 さ れ た 壁 高 欄 Ｗ Ｒ （ 新 設 部 材 ） を 、 吊

り 荷 移 動 装 置 １ ０ ０ の 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ の 第 ２ 先 端 側 ２ ４ ２ に 取 り 付 け ら れ た 吊 り 冶 具 ２

５ ０ で 連 結 す る （ 把 持 す る ） と と も に 、 ウ ィ ン チ 等 の 揚 重 機 に よ っ て こ の 壁 高 欄 Ｗ Ｒ （ 新

設 部 材 ） を 吊 り 上 げ る （ Ｓ ｔ ｅ ｐ ６ ０ ） 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を 吊 り 上 げ る と 、 あ ら か じ め 計 画 さ れ た 位 置 ま で 橋 軸 直 角 方 向 に 壁 高 欄 Ｗ Ｒ

を 移 動 さ せ る （ Ｓ ｔ ｅ ｐ ４ ０ ） 。 具 体 的 に は 、 リ ン ク 構 造 ２ ０ ０ を 利 用 し て 水 平 支 間 Ｗ Ｄ

（ 第 １ 滑 車 ２ １ １ と 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ と の 距 離 ） を 縮 め る こ と に よ っ て 、 第 １ 滑 車 ２ １ １ か

ら 垂 下 す る 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ と 、 第 ２ 滑 車 ２ １ ２ か ら 垂 下 す る 吊 り ロ ー プ ２ ４ ０ 、 す な わ

ち 吊 り 冶 具 ２ ５ ０ と 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を 断 面 中 央 側 に 移 動 さ せ る 。 あ る い は 、 リ ン ク 構 造 ２ ０ ０

を 利 用 し て 水 平 支 間 Ｗ Ｄ を 伸 ば す こ と に よ っ て 、 吊 り 冶 具 ２ ５ ０ と 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を 断 面 外 側

に 移 動 さ せ る 。 そ し て 、 計 画 位 置 ま で 移 動 し た 壁 高 欄 Ｗ Ｒ を 所 定 位 置 に 設 置 す る （ Ｓ ｔ ｅ

ｐ ４ ０ ） 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 本 願 発 明 の 吊 り 荷 移 動 装 置 、 既 設 橋 梁 の 撤 去 方 法 、 及 び 橋 梁 部 材 の 設 置 方 法 は 、 道 路 橋

、 鉄 道 橋 、 管 路 橋 と い っ た あ ら ゆ る 用 途 の 橋 梁 に 利 用 で き 、 河 川 橋 、 跨 道 橋 、 跨 線 橋 な ど

種 々 の も の を 越 え る 橋 梁 に 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 既 設 橋 梁 の 部 材 を 撤 去 す る ケ ー

ス に 限 ら ず 、 新 た な 部 材 を 設 置 す る 場 合 に も 利 用 す る こ と が で き る 。 本 願 発 明 が 、 社 会 資

本 （ イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー ） と し て の 橋 梁 の 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る こ と を 考 え れ
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ば 、 産 業 上 利 用 で き る ば か り で な く 社 会 的 に も 大 き な 貢 献 を 期 待 し 得 る 発 明 と い え る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 １ ０ ０ 　 吊 り 荷 移 動 装 置

　 ２ ０ ０ 　 （ 吊 り 荷 移 動 装 置 の ） リ ン ク 構 造

　 ２ １ １ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 第 １ 滑 車

　 ２ １ ２ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 第 ２ 滑 車

　 ２ １ ３ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 第 ３ 滑 車

　 ２ ２ １ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 第 １ 上 部 ア ー ム

　 ２ ２ ２ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 第 ２ 上 部 ア ー ム

　 ２ ２ ３ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 第 １ 下 部 ア ー ム

　 ２ ２ ４ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 第 ２ 下 部 ア ー ム

　 ２ ３ １ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 上 下 ジ ャ ッ キ

　 ２ ３ ２ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 水 平 ジ ャ ッ キ

　 ２ ４ ０ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 吊 り ロ ー プ

　 ２ ４ １ 　 （ 吊 り ロ ー プ の ） 第 １ 先 端 側

　 ２ ４ ２ 　 （ 吊 り ロ ー プ の ） 第 ２ 先 端 側

　 ２ ５ ０ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 吊 り 冶 具

　 ２ ６ １ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 係 止 具

　 ２ ６ ２ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 支 持 ロ ー プ

　 ２ ６ ３ 　 （ リ ン ク 構 造 の ） 回 転 巻 取 り 手 段

　 ３ ０ ０ 　 （ 吊 り 荷 移 動 装 置 の ） 移 動 式 固 定 手 段

　 ３ １ ０ 　 （ 移 動 式 固 定 手 段 の ） レ ー ル

　 ３ １ １ 　 （ レ ー ル の ） ス ト ッ パ

　 ３ １ ２ 　 （ レ ー ル の ） 移 動 溝

　 ３ ２ ０ 　 （ 移 動 式 固 定 手 段 の ） 移 動 車

　 ３ ２ １ 　 （ 移 動 車 の ） 車 輪

　 ３ ２ ２ 　 （ 移 動 車 の ） 挿 通 孔

　 ３ ３ ０ 　 （ 移 動 式 固 定 手 段 の ） ス ラ イ ド 棒

　 ４ ０ ０ 　 （ 吊 り 荷 移 動 装 置 の ） 支 持 構 台

　 ４ ０ １ 　 （ 支 持 構 台 の ） 支 柱

　 ４ ０ ２ 　 （ 支 持 構 台 の ） 頂 版

　 ５ ０ ０ 　 （ 吊 り 荷 移 動 装 置 の ） 不 動 固 定 手 段

　 ６ ０ ０ 　 （ 吊 り 荷 移 動 装 置 の ） 回 転 式 フ レ ー ム

　 ７ ０ ０ 　 水 平 回 転 装 置

　 Ｂ Ｒ 　 　 橋 梁

　 Ｃ Ｕ 　 　 頂 点 部

　 Ｄ Ｃ 　 　 コ ン ク リ ー ト 床 版

　 Ｇ Ｒ 　 　 主 桁

　 Ｓ Ｌ 　 　 ス リ ッ ト

　 Ｗ Ｎ 　 　 回 転 巻 取 り 手 段

　 Ｗ Ｒ 　 　 壁 高 欄
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】



(20) JP  7324626  B2  2023.8.10

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】



(21) JP  7324626  B2  2023.8.10

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】



(22) JP  7324626  B2  2023.8.10

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

 

(72)発明者　濱野　真彰

　　　　　　東京都千代田区霞ヶ関１－４－１　首都高速道路株式会社内

(72)発明者　白水　晃生

　　　　　　千葉県船橋市山野町２７　株式会社横河ブリッジ内

(72)発明者　安藤　聡一郎

　　　　　　千葉県船橋市山野町２７　株式会社横河ブリッジ内

(72)発明者　早田　知広

　　　　　　東京都中央区新富１丁目２番１０号　オックスジャッキ株式会社内

 

　　審査官　松本　泰典

 

(56)参考文献　特開２０１０－０９０６７５（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　実開昭６１－１２１２４２（ＪＰ，Ｕ）　

　　　　　　　中国実用新案第２０１９４２４５０（ＣＮ，Ｕ）　

　　　　　　　特開昭６４－０３８３９１（ＪＰ，Ａ）　

　　　　　　　特開２０１８－１０４９７２（ＪＰ，Ａ）　

　　　　　　　特開平０７－２９０４３２（ＪＰ，Ａ）　

　　　　　　　特開２００９－０９１８１６（ＪＰ，Ａ）　

　　　　　　　特開２０１８－０８７４１８（ＪＰ，Ａ）　

　　　　　　　特開２００１－３１６０７４（ＪＰ，Ａ）　

　　　　　　　特開２００７－１８２７２８（ＪＰ，Ａ）　

 

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｅ０１Ｄ　　２４／００


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

